時差と縮尺
【縮尺】

①25000分の1の地図で6cmの距離は実際だと何ｍか。

②50000分の1の地形図で8cmの距離は実際には何kmか。

③実際の距離が3000ｍの距離は1：50000の地形図で何cmか。

【時差】

①ロンドンが8月20日午後2時のとき、日本（東経135度）は何時か。

②日本が10月15日の午前6時のとき、ロンドンは何時か。

③東経90度の地点の時刻が4月10日午後8時のとき、西経30度の地点は何時か。
④西経105度の地点の時刻が6月20日午後6時のとき日本は何時か。

解答・解説
【縮尺】

実際の距離を地図に直す場合は割り算で縮めるので、逆に地図を実際の距離に直す

場合は掛け算で大きくする。
①6cm×25000＝150000cm＝1500m

（答え）1500m

②8cm×50000＝400000cm＝4000m＝4km

（答え）4km
③3000m＝300000cm
300000÷50000＝6cm
（答え）6cm

【時差】

地球の自転が1時間に15度なので、経度15度につき1時間の時差ができる。

また、地球の自転は西から東なので東ほど時刻が進んでいる。

①ロンドンは本初子午線の線上にあるので経度は0度。

135÷15＝9　→　日本はロンドンより9時間進んでる。






（答え）8月20日午後11時

②135÷15＝9　→　ロンドンは日本より9時間遅れている。





（答え）10月14日午後9時

③　　　　　　西経　　　　　　30°　0°　　　　　　90°　東経

120度
　120÷15＝8　→8時間遅れている
（答え）4月10日午後0時(午前12時)
④　　　　　　西経　　　105°　　　 0°　　　　　 135°　東経


105＋135＝240度

　240÷15＝16　→16時間進んでいる
（答え）6月21日午前10時









